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神
埼
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丈
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ふ
ゐ
匈
表

支
に
り
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難
波

廬

大
沢
却
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車
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同
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惣

か
右
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７
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Ａ
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ｉ
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輝
く
地
域
へ

　
第
7
0
回
山
陽
新
聞
貢
の
贈
呈
式
が
1
0
日
、
岡
山
市
北
区
駅
元
町
の
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
で
あ
り
、
文
化
功
労
４
人
、
社
会
、
学
術
、
産
業
、
国
際
功

労
各
士
人
と
、
山
陽
新
聞
奨
励
賞
は
文
化
部
門
２
団
体
、
教
育
部
門
主
団
体
の

計
８
人
、
３
団
体
が
表
彰
さ
れ
た
。

の
貢
献



市水戸岡氏ら８人３団体
｢後進育成にも力発揮を｣

来
賓
の
石

　
″
コ
ノ
ー
よ
一
に
ｘ
ぽ
げ
Ｌ
1
1
り
丘
ノ
ー
洒
一
　
／
、

二
山
幸
仲
県
教
育
次
長
、
高

井
正
弘
岡
山
県
知
事
、
小

云
］
茂
男
岡
出
府
長
、
許
南

言
岡
山
犬
副
学
長
ヽ
仕
草

二
次
彦
旭
川
荘
名
誉
理
事

．
長
、
犬
縦
組
一
郎
大
原
美

術
館
理
事
長
、
黒
往
京
清
一

黒
往
教
教
主
、
川
崎
明
徳

川
崎
学
園
理
事
長
が
出
席

ぐ
し
た
。

　
越
京
孝
昌
山
陽
新
聞
社

社
長
が
受
賞
者
▽
人
一
人

に
賞
状
と
日
本
芸
術
院
会

員
蛭
田
二
郎
氏
制
作
の
メ

ダ
ル
、
賞
金
（
山
陽
新
聞

　
受
貧
者
を
代
表
し
、
文

化
功
労
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
水

白
岡
鋭
治
さ
ん
（
6
4
ブ
東

京
都
板
橋
区
、
岡
山
市
出

身
＝
が
「
身
に
余
る
貧
。

ニ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
が

集
ま
る
、
安
全
で
安
心
で

き
る
場
を
デ
ザ
イ
ン
し
て

い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述

べ
た
。

　
貧
は
岡
山
、
広
島
県
で

地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献

し
た
個
人
・
団
体
の
功
績

を
た
と
え
、
山
陽
新
聞
社

染､ぞ咄営宕Tj太｜日フフ八
石拓太Tびr句ｔ

貢
5
0
万
円
、
山
陽
新
聞
奨

励
賞
3
0
万
円
）
を
手
渡
し

た
。

　
越
宗
社
長
は
「
7
0
回
の

節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
方
々

を
顕
彰
で
き
る
喜
び
を
か

み
し
め
て
い
る
。
今
後
も

後
進
の
育
成
に
力
を
発
揮

し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
石
井
知
事
も
「
受

賞
を
機
に
各
分
野
で
一
層

研
さ
ん
し
、
地
域
社
会
の

発
展
に
尽
く
し
て
」
と
祝

福
し
た
。



が
毎
年
贈
っ
て
い
る
。

　
水
戸
岡
さ
ん
を
除
く
受

貧
者
は
次
の
皆
さ
ん
。
（
敬

称
賠
）

　
　
【
文
化
功
労
】
民
俗
学

者
神
崎
官
武
（
6
7
ブ
埼
玉

県
朝
霞
市
、
井
原
市
出
身

▽
備
前
焼
作
家
小
西
陶
蔵

（
6
4
ブ
備
前
市
伊
部
▽
洋

画
家
難
波
滋
（
6
7
ブ
倉
敷

市
玉
隔

　
　
「
社
会
功
労
」
独
立
行

政
法
人
・
自
勤
車
事
故
対

策
機
構
岡
山
療
護
セ
ン
タ

ー
長
衣
笠
利
孜
（
6
5
ブ
岡

山
市
北
区
学
所
斑

　
　
【
学
術
功
労
】
岡
山
人

人
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研

究
斜
敦
授
西
堀
正
洋
（
5
5
）

呂
岡
山
市
北
区
佐
山

　
　
【
産
業
功
労
】
メ
イ
ト

合
長
赤
岩
達
重
（
7
4
⑤
岡

山
県
和
気
町
佐
伯

　
　
【
国
際
功
労
】
Λ
Ｍ
Ｄ

Ａ
理
事
長
苛
波
茂
（
6
5
⑤

岡
山
市
北
区
大
和
町

　
　
「
奨
励
貢
・
文
化
部
門
」

岡
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
管
弦
楽
団
＝
岡
山
市
北

区
衷
町
▽
福
山
市
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
－
・

協
会
＝
福
山
市
東
桜
町

　
　
【
同
・
教
育
部
門
】
財

団
法
人
大
本
育
英
会
＝
岡

山
市
北
区
内
山
下
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